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見沼田んぼ桜回廊サポーターは、本規約に同意したうえで、登録及び活動をするも

のとする。なお、本規約は、サポーターに予告なく、必要に応じて改訂することがあ

る。その場合、「見沼たんぼのホームページ」への規約の掲示をもって発効するもの

とする。 

改訂した規約を WEB サイトに掲示した旨は、WEB サイトのトップページの「お知ら

せ」に記載して利用者に通知することとする。 

 

 

見沼田んぼ桜回廊サポーター 活動規約 

 

（目的） 

第１条 本規約は、「桜の下を散策できる日本一の桜回廊」となった見沼田んぼの桜回   

廊をさらに素敵な桜回廊とするため、また、多くの人に桜回廊がさいたま市の貴重で

魅力的な地域資源だと認識してもらうため、さいたま市および見沼田んぼ桜回廊サポ

ーター（以下「サポーター」という。）が相互に果たすべき役割を定めることを目的

とする。 

 

（定義） 

第２条 この規約においてサポーターとは、見沼田んぼの桜回廊の見守り活動を行う個

人及び団体をいう。 

 

（活動内容） 

第３条 サポーターの活動内容は、次に掲げる桜の見守り活動を実施し、年１回以上報

告等をするものとする。 

（１） 桜の育成状況・開花状況等 

（２） 桜の樹勢・病気・害虫等 

（３） その他見沼田んぼの景観等 

 

（活動期間） 

第４条 サポーターの活動期間は、登録された日から令和８年３月３１日までとする。 

 

（登録条件） 

第５条 サポーターを申し込む個人及び団体は、あらかじめ市に登録するものとする。

サポーターの登録を受けることができる者は、次の各号のいずれにも該当しないもの

とする。 

（１） 登録申込内容に虚偽の記載、誤記又は記入漏れ等がある場合 
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（２） 営利、政治又は宗教にかかわる活動を目的とする者 

（３） 暴力団（さいたま市暴力団排除条例（平成２４年さいたま市条例第８６号）第２

条第１号に規定する暴力団をいう。） 

（４） 暴力団員（さいたま市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員をいう。

次号において同じ。） 

（５） 役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずるものをいう。）

のうちに暴力団員に該当する者があるもの 

（６） 申込時において、未成年者がその保護者の同意を得ずに登録した場合 

（７） その他、サポーターとして不適当であると市が認める場合 

 

（サポーターの責務） 

第６条 サポーターは登録事項に変更があったときは、速やかに市長に届け出るものと

する。 

２ サポーターは自己の責任において活動に参加し、安全に十分配慮しなければならな

い。 

３ サポーターは活動にあたり公共の利益に反し、又は反するおそれがある行為をして

はならない 

 

（市の責務） 

第７条 市長は、サポーターからの報告に対し、適切に対応するものとする。 

２ 市長は、サポーター制度の普及や啓発に関する措置を講じるものとする。 

 

（報酬） 

第８条 サポーター活動への報酬及び交通費は支給しない。 

 

（賠償） 

第９条 サポーターは、サポーター活動中の事故等による損害について、市に賠償を求

めることはできない。 

 

（登録の取消） 

第１０条 登録時の記載事項に虚偽があった場合又はその可能性があると市が判断し

た場合その他サポーターとして不適切と判断した場合には、市はサポーターの登録を

取り消すことができる。  

 

（個人情報の取扱い） 

第１１条 サポーターの個人情報（名前、住所及び連絡先）は、サポーター証の発行に
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かかる事務、活動に関する連絡、イベント時の保険加入手続きのためにのみ用い、そ

の他の用途には使用しない。 

 

（その他） 

第１２条 この規約に定めるもののほか、事業実施に必要な事項は市長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和２年１２月１０日より施行する。 


